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特
集4〜5 長澤成次講演　社会教育関係者元気アップ交流集会にて

妙高はねうまカレッジ「まなびの杜」（歴史文化コース）
「世界かんがい施設遺産上江用水を巡る」（妙高市）
先人がどのような思いで用水路造りを進めたのか思いをはせました。

２……… トピックス 「全国公民館研究集会東京大会」の開催

３……… 視 点 「インターネット公民館」	 新潟市中央公民館　館長　五十嵐政人
ひ ろ ば 「充実した人生を創造する公民館」	 阿賀野市京ヶ瀬公民館　主幹　野﨑アユミ
掲 示 板 「関東甲信越静公民館連絡協議会公民館第３回理事会開催」

6……… 実践記録シリーズ 「かしわざき市民大学」～企画運営委員の学びへの想い～　柏崎公民館

7……… サークル交流 「カポエイラの魅力」（新潟市）／「健康で明るい家庭は食事から」（弥彦村）
素 顔 拝 見 外山　　縁さん（魚沼市）／岡村　純子さん（長岡市）

８……… お元気ですか 「公民館とのかかわり」	 佐渡市・白川　彰三さん
恵贈資料紹介



212月20日㈬　新潟県高齢者大学運営委員会　ユニゾンプラザ　田原事務局長出席 ひとくち情報
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「
全
国
公
民
館
研
究
集
会
東
京
大
会
」の
開
催�

　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
と
全
国

大
会（
公
民
館
研
究
集
会
）の
開
催

は
、平
成
28
年
度
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
全
国
大
会
を
兼
ね
る
新
方
式

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、７
年
に

１
回
は
首
都
圏
大
会（
全
公
連
主
催
）

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
は
新
方
式
初
の
首
都
圏

大
会
で
す
。
開
催
順
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

こ
の
新
方
式
に
よ
り
、来
年
度
は

首
都
圏
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

１　

�

期
日　

平
成
30
年
11
月
１
日

㈭・
２
日
㈮

２　

�

会
場　

日
本
青
年
館（
東
京
メ

ト
ロ
銀
座
線　
外
苑
前
駅　
徒

歩
５
分
）

３　

�

主
催　
公
益
社
団
法
人　
全
国

公
民
館
連
合
会

４　
�

後
援　
文
部
科
学
省（
予
定
）、

全
国
公
民
館
振
興
市
町
村
連

盟
、社
会
教
育
団
体
振
興
協

議
会

　
　
　
　
　
　
吉
田　
博
彦

�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
支
援
協
会
）

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
な
ど

　
　

�

優
れ
た
実
践
発
表（
広
島
県
大

竹
市
玖
波
公
民
館
な
ど
）

　
　
情
報
交
換
会　
18：00
～
19：30

　
　
＊�

各
都
道
府
県
会
長・副
会
長・

事
務
局
長・そ
の
他

　
　
〈
11
月
２
日
㈮
〉

　
　

�

第
71
回
優
良
公
民
館
優
秀
館
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
　

�

優
良
公
民
館・
社
会
教
育
功
労

者・
全
公
連
合
同
表
彰
式（
10：

00
～
12：30
）

　
　
昼
食

　
　

�

国
歌
斉
唱
、公
民
館
の
歌
斉
唱
、

各
種
表
彰
、記
念
撮
影（
13：
30

～
14：30
）

　
　
解
散（
15：00
）

７　
参
加
費　
３
、０
０
０
円

　
　

�（
情
報
交
換
会
は
別
途
５
、０
０
０
円
、

　
　
弁
当
代
１
、０
０
０
円
）

８　
参
加
申
し
込
み

　
　

�

平
成
30
年
６
月
か
ら
申
し
込
み

開
始
予
定
。
詳
細
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。

５　
�

大
会
テ
ー
マ　
「
公
民
館
が
ひ

ら
く　
日
本
の
未
来
」
～
地
域

性・
個
別
性
を
生
か
し
た
新
し

い
公
民
館
活
動
を
！
～

６　
内
容

　
　
〈
11
月
１
日
㈭
〉特
別
講
演

　
　
池
上　
　
彰（
13：00
～
14：00
）

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
14：00
～
17：00

　
　
司　
会　
村
松
真
貴
子

　
　
登
壇
者　
池
上　
　
彰

　
　
　
　
　
　
牧
野　
　
篤

�

（
東
京
大
学
）

新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月 15 日発行
いつでも申込み受付中

日本青年館メインホール

年度区分 関ブロ・
全国大会 備　考

平成29年度 群馬県 全国大会を兼ねる

平成30年度 首都圏大会 関ブロは首都圏大会に参加

平成31年度 栃木県 全国大会を兼ねる

平成32年度 千葉県 〃　　　　　

平成33年度 山梨県 〃　　　　　

平成34年度 静岡県 〃　　　　　

平成35年度 茨城県 〃　　　　　

平成36年度 長野県 〃　　　　　

平成37年度 首都圏大会 関ブロは首都圏大会参加

平成38年度 新潟県大会 全国大会を兼ねる

№780（第３種郵便物認可） � 平成30年２月15日 



3 ひとくち情報 １月15日㈪　月報１月号779号発行

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS 関東甲信越静公民館連絡協議会公民館第３回理事会開催

期　日　平成30年２月２日㈮
時　間　13：30～ 16：30
会　場　前橋市中央公民館504学習室
内　容　⑴平成29年度関ブロの事業報告及び決算について
　　　　⑵監査報告
　　　　⑶第40回全国公民館研究集会東京大会について
　　　　⑷平成30年度役員（案）について
　　　　⑸関ブロ地区代表（全公連）候補者の推薦について

　　　　⑹その他
出席者　笹川会長　田原事務局長

＜第29回全国公民館セミナーの参加者決定＞
　平成30年１月31日㈬～２月２日㈮に国立オリンピック記念青少
年総合センターで行われる参加者が次のとおり決定しました。
　小柴明衣子（新発田市）渡辺真司（上越市）渡邊善則（小千谷市）
　前澤優子（新潟市）杉山茂一（新潟市）広瀬松司（事務局）

「充実した人生を
� 創造する公民館」

新潟市中央公民館
館長　五十嵐政人

　

阿
賀
野
市
に
は
、中
央
公
民
館
で
あ

る
笹
神
、水
原
、安
田
、京
ヶ
瀬
の
４
つ

の
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
合
併
前
に
は

其
々
２
～
３
人
ず
つ
担
当
者
が
い
ま
し

た
が
、現
在
は
職
員
が
１
人
で
公
民
館

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。１
人
と
言
う

こ
と
は
、当
然
市
民
と
の
協
働
が
事
業

運
営
の
鍵
と
な
っ
て
き
ま
す
。
文
化
祭

（
作
品
展
）、芸
能
発
表
会
も
１
人
な
わ

け
で
す
か
ら
。

　

京
ヶ
瀬
公
民
館
は
、文
化
祭
、芸
能
祭

を
市
民
の
実
行
委
員
会
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
パ
ネ
ル
の
設
営
は
、団
体
と
一
般

作
品
の
出
展
者
に
も
声
を
か
け
、毎
年

40
人
も
の
人
達
で
段
取
り
良
く
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
っ
て
い
ま
す
し
、実
行
委

員
が
交
替
で
当
番
を
行
い
、来
場
者
数

を
記
録
し
た
り
、展
示
作
品
に
異
常
が

な
い
か
、館
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
芸
能
祭
の
会
場
準
備
も
各

団
体
か
ら
２
名
ず
つ
参
加
し
て
、や
は

り
40
名
程
で
手
際
良
く
行
っ
て
く
だ
さ

り
、司
会
も
実
行
委
員
が
務
め
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
、自
分
が
担
当
す
る
役
割

を
い
き
い
き
と
楽
し
く
全
う
し
て
い
ま

す
。
実
行
委
員
の
方
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
た
り
、直
接
学
校
や
こ
ど
も
園
、児

童
ク
ラ
ブ
へ
お
願
い
に
行
っ
て
く
だ

さ
っ
た
り
し
て
、こ
ど
も
園
、児
童
ク
ラ

ブ
、小
中
学
校
と
も
連
携
し
て
、文
化
祭

芸
能
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、地
域
で
自
主
的
に
分
館

活
動
を
行
っ
て
い
る
駒
林・
五
郎
巻
地

区
分
館
は
、地
域
の
人
達
で
落
語
の
寄

席
、作
品
展
、伝
統
芸
能
発
表
会
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、京
ヶ
瀬
地
区
に

は
、３
つ
の
防
犯
の
会
が
あ
り
、盆
踊
り

大
会
や
、ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
も
防
犯

の
会
の
方
達
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
京
ヶ
瀬
地
区
の
健
全
育
成
事

業
は
、防
犯
の
会
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
す
る
職
員
は
、た
っ
た
１
人
で

す
が
、京
ヶ
瀬
公
民
館
は
、京
ヶ
瀬
地
区

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
充
実
し
た
人
生
を

創
造
す
る
砦
と
な
っ
て
い
ま
す
。

機
関
で
す
、村
の
茶
の
間
で
す
、親

睦
交
流
を
深
め
る
施
設
で
す
、産
業

振
興
の
原
動
力
で
す
、民
主
主
義
の

訓
練
場
で
す
、文
化
交
流
の
場
で

す
、郷
土
振
興
の
機
関
で
す
、と
書

か
れ
て
い
る
。
戦
後
間
も
な
い
時
代

で
あ
る
。
こ
れ
、今
の
ネ
ッ
ト
に
も

あ
て
は
ま
る
。

　

そ
の
こ
ろ
、『
青
空
公
民
館
』と
い

う
言
葉
が
あ
っ
た
。新
潟
県
で
は
、公

民
館
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、公
民

館
と
い
う
看
板
を
い
ろ
い
ろ
な
施
設

に
付
け
た
と
い
う
。青
空
も
看
板
も
、

施
設
で
は
な
く
、目
的
や
活
動
を
意

味
し
て
い
る
。
み
ん
な
で
新
し
い
時

代
、社
会
を
築
こ
う
、と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

い
ま
の
時
代
、社
会
、人
は
何
を
求

め
て
い
る
の
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。
地
域
、学
校
、会

社
、組
合
、団
体・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で

つ
な
が
り
が
弱
ま
り
、そ
の
か
わ
り

を
ネ
ッ
ト
が
務
め
、世
界
を
結
ん
で

い
る
。実
際
に
政
治
、産
業
、文
化
、交

流
、等
々
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

つ
な
が
り
を
最
も
得
意
と
し
て
い
る

の
は
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
公
民
館
は
ネ
ッ
ト
に
す

げ
替
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
民
館
』か
。
で
は
、

ネ
ッ
ト
で
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の

か
。あ
る
。そ
れ
は
何
か
。

　

そ
こ
は
、誰
が
来
て
も
い
い
し
、何

を
し
て
も
い
い
。
カ
ギ
は
な
い
。
規

則
も
な
い
。
使
用
料
も
い
ら
な
い
。

そ
こ
で
、何
が
起
き
て
い
る
か
と
言

え
ば
、朝
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

よ
う
に
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
や
っ
て

き
て
、困
っ
て
も
、悩
ん
で
も
、独
り

で
も
、何
と
か
な
っ
て
い
る
。そ
こ
は

『
公
民
館
』、で
は
な
く
て『
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
ネ
ッ
ト
）』と
い
う
。

　

公
民
館
を
描
い
た
一
枚
の
絵
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、民
主
的
社
会
教
育

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
民
館
」

№780（第３種郵便物認可） 	 平成30年２月15日 
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4１月18日㈭　新潟県生涯学習協会役員会　黒埼市民会館　田原事務局長出席 ひとくち情報

特
集

　

社
会
教
育
研
究
や
実
践
の
第
１
人
者
と
し
て
知
ら
れ
、社

会
教
育
学
会
の
会
長
で
も
あ
る
長
澤
成
次
氏
が
、新
潟
県
生

涯
学
習
協
会
主
催
の「
社
会
教
育
元
気
ア
ッ
プ
交
流
集
会
」に

講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。
11
月
25
日
㈯
に
柏
崎
市「
山
崎

邸
」で
行
わ
れ
た
講
演
内
容
の
様
子
と
講
演
要
旨
を
紹
介
し

ま
す
。

　

会
場
の「
山
崎
邸
」は
氏
の
奥
様
の
生
家
で
、千
葉
大
学
の

学
生
さ
ん
た
ち
が
と
き
ど
き
合
宿
を
さ
れ
る
の
で
研
修
所
と

し
て
改
修
さ
れ
た
快
適
な
会
場
で
し
た
。
こ
の
集
会
に
は
長

澤
氏
の
呼
び
か
け
で
全
国
か
ら
著
名
な
方
々
が
参
加
を
し
ま

し
た
。主
な
方
々
は
山
本
健
慈
氏（
元
和
歌
山
大
学
長
）、上
田

幸
夫
氏（
日
体
大
教
授
）、川
野
佐
一
郎
氏（
早
稲
田
大
学
講

師
）、越
村
泰
英
氏（
千
葉
大
非
常
勤
講
師
）、他
県
外
参
加
者

３
名
、県
内
参
加
者
19
名
、計
26
名
の
参
加
で
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は「
キ
ラ
リ
と
光
る
！
地
域
を
つ
く
る
社
会

教
育
実
践
」で
、約
90
分
間
の
講
演
で
し
た
。
講
師
の
歯
切
れ

が
よ
く
鋭
い
指
摘
を
ま
じ
え
た
お
話
に
参
加
者
が
熱
心
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

１　
は
じ
め
に　
歴
史
と
現
状

　

憲
法
施
行
70
年
、教
育
基
本
法
70
年
と
話
題
に
な
る
が
、公

民
館
は
文
部
次
官
通
牒（
寺
中
作
雄
構
想
）で
設
置
さ
れ
て
か

ら
71
年
の
歴
史
が
あ
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で「
公
民
館
と
憲
法
」が
２
０
１
７
年
５
月
に
放
送
さ
れ
た
。

　

公
民
館
を
取
り
巻
く
現
状
は
、九
条
俳
句
訴
訟（
埼
玉
県
）、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
、文
部
科
学
省
組
織
改
編
な
ど

が
あ
る
。特
に
文
科
省
の
組
織
改
編
は
生
涯
学
習
局・社
会
教

育
課
の
廃
止
を
含
ん
で
お
り
大
き
く
問
題
化
し
て
い
る
。

　

新
潟
県
の
公
民
館
は
、戦
後
、全
国
に
先
駆
け
る
公
民
館
設

置
や
そ
の
後
の
活
動
に
大
き
な
実
績
が
あ
り
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。

２　
公
民
館
構
想
の
原
点

　

⑴
１
９
４
６
年
12
月
発
行
の
寺
中
作
雄「
公
民
館
の
建
設
」

で
は
、国
民
主
権
の
憲
法
、地
方
分
権
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
課
題
を
こ
の
時
に
指
摘
し
て
い

る
。

　

⑵
１
９
４
６
年
７
月
の
文
部
次
官
通
牒「
公
民
館
の
設
置

運
営
」で
は
、住
民
が
集
ま
り
学
習
し
、生
活
産
業
の
指

導
を
受
け
住
民
同
士
が
交
友
を
深
め
る
場
所
で
あ
る
。

そ
れ
は
学
校
、図
書
館
、博
物
館
、公
会
堂
、集
会
場
、産

業
指
導
所
な
ど
の
機
能
を
兼
ね
た
文
化
教
養
機
関
で
あ

る
。
そ
れ
は
、各
文
化
団
体
の
本
部
と
も
な
り
、そ
れ
ぞ

れ
が
連
携
し
て
町
村
振
興
の
底
力
を
生
み
出
す
場
所
で

あ
る
。
ま
た
、町
村
民
の
自
主
的
な
要
望
と
努
力
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
、創
意
と
財
力
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
…
。

　
　
　
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、

　
　
　
①�

公
民
館
は
町
村
民
が
集
ま
っ
て
教
え
合
い
導
き
合

い
互
い
の
教
養
文
化
を
高
め
る
民
主
的
な
教
育
機

関
で
あ
る
。

　
　
　
②�

町
村
自
治
向
上
の
基
礎
と
な
る
べ
き
社
交
機
関
で

あ
る
。

　
　
　
③�

郷
土
産
業
活
動
を
担
い
興
す
原
動
力
と
な
る
機
関

で
あ
る
。

　
　
　
④�

民
主
的
な
訓
練
の
実
習
場
で
あ
る
。

　
　
　
⑤�

中
央
の
文
化
と
地
方
の
文
化
が
交
流
接
す
る
場
で

あ
る
。

長澤　成次 千葉大学名誉教授
　1951年東京都北区生まれ
　日本社会教育学会　会長
　�社会教育・生涯学習ハンド
ブック第９版2017、９月発行
など著書多数

熱い口調で身を乗り出して講演（正面：長澤成次講師）
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長
澤
成
次
講
演
（
平
成
29
年
11
月
25
日
㈯　
県
生
涯
学
習
協
会
主
催・

社
会
教
育
関
係
者
元
気
ア
ッ
プ
交
流
集
会
に
て
）
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⑥�

青
年
層
こ
そ
新
日
本
建
設
の
推
進
力
と
な
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑦�
郷
土
振
興
の
基
礎
を
つ
く
る
機
関
で
あ
る
。

　
⑶
公
民
館
の
維
持・運
営

　
　
　
「
公
民
館
事
業
の
運
営
は
公
民
館
運
営
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
。
公
民
館
委
員
会
の
委
員
は
町

村
議
会
の
選
挙
の
方
法
に
準
じ
全
町
村
民
の
選
挙
に

よ
っ
て
選
出
す
る
の
を
原
則
と
す
る
こ
と
…
。」

　
　
　

こ
の
こ
と
か
ら
、公
民
館
は
住
民
が
主
人
公
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
を
発
足
当
初
か
ら
持
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

３　
全
国
各
地
の
実
践
か
ら
学
ぶ

　
⑴
岡
山
市
立
公
民
館
プ
レ
大
会

　
　
　
２
０
１
７
年
２
月
実
施
。５
分
科
会
の
実
践
は
成
果

あ
り
。

　
　
〈
第
Ⅰ
分
科
会　
防
災・減
災
〉

　
　
　
２
０
１
６
年
６
月
の
別
府
、熊
本
調
査
を
例
に
し
て
、

　
　
　
ア　

�

災
害
時
に
果
た
す
公
民
館
の
役
割
の
再
確
認・

学
校
と
の
連
携

　
　
　
イ　

�

自
治
公
民
館
な
ど
住
民
に
身
近
な
公
民
館
が
果

た
す
役
割

　
　
　
ウ　
地
域
的
人
間
関
係
の
蓄
積
の
持
つ
力
は
大
き
い

　
　
　
エ　

�

公
民
館
に
市
の
正
規
職
員
が
配
置
さ
れ
、教
育

委
員
会
の
も
と
で
連
携
で
き
る
体
制
が
必
要

　
　
〈
第
２
分
科
会　
地
域
福
祉（
高
齢
者
）〉

　
　
〈
第
３
分
科
会　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〉

　
　
〈
第
４
分
科
会　
地
域
の
子
育
て
支
援
〉

　
　
〈
第
５
分
科
会　
青
少
年
の
活
躍
の
場
づ
く
り
〉

　
⑵
西
東
京
市
柳
沢
公
民
館
30
周
年
行
事

　
　
　
２
０
１
７
年
11
月
に
実
施
。１
９
８
３
年
３
月
に
市

長
、教
育
委
員
会
と
柳
沢
公
民
館
建
設
に
関
す
る
覚
書

が
な
さ
れ
、市
民
参
加
で
建
設
検
討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。
翌
年
か
ら
市
民
参
加
で
設
計
段
階
か
ら
熱
心
な

討
議
が
繰
り
返
さ
れ
、１
９
８
７
年
柳
沢
公
民
館
開
館
。

公
民
館
の「
ふ
れ
あ
い
の
歌
」作
詞
は
市
民
。

　
⑶
奈
良
市
公
民
館
の
活
動

　
　
　

毎
月
、ど
こ
か
で
、公
民
館
を
お
も
し
ろ
が
る「
お

し
ゃ
べ
り
ｉ
ｎ
公
民
館
」が
注
目
さ
れ
て
い
る
。多
彩
な

主
催
講
座
で
公
民
館
そ
の
も
の
を
考
え
る
事
業
に
な
っ

て
い
る
。

　

⑷
長
澤
成
次
編
著「
公
民
館
で
学
ぶ
Ｖ　

い
ま
、伝
え
た
い

地
域
が
変
わ
る
学
び
の
力
」の
紹
介

　
　４　

ま
と
め

　
「
学
び
を
通
し
て
自
治
の
力
を
育
み
、地
域
の
未
来
を
つ
く

る
公
民
館
に
働
く
職
員
の
課
題
」

　

⑴
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
思
い
や
願
い
を
大
切
に
し
た

い
。生
活
を
語
り
合
え
る
職
員
が
求
め
ら
れ
る
。

　
⑵
地
域
課
題・
生
活
課
題
の
学
習
課
題
化
。
住
民
と
の
学
び

合
い（
＝
共
同
学
習
）の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
重
要
で
す
。

　

⑶
学
び
こ
そ
自
治
の
力
を
生
み
出
す
原
動
力
で
す
。
学
び

を
軸
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
熱
い
語
り
口
の
90
分
間
で
し
た
。
講
演
の
あ
と
、実
践
発
表

が
行
わ
れ
、講
演
を
含
め
て
意
見
交
換
が
夕
刻
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
17
時
か
ら
は
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
よ
り
遅
く
ま

で
賑
や
か
な
お
し
ゃ
べ
り
が
続
き
ま
し
た
。

�

（
文
責：田
原　
理
）

顔を突き合わせて意見交換

県公連 田原　理事務局長の事例発表

新潟市亀田地区公民館長
伊藤義則氏（中央）事例発表

千葉・君津市生涯学習文化課副課長・
布施利之氏の事例発表

№780（第３種郵便物認可） 	 平成30年２月15日 
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

【
か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学
】

　

柏
崎
公
民
館
で
は
、多
く
の
市
民
が
幅
広
い
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
で
、学
ぶ
喜
び・
楽
し
み・
生
き
が

い
を
発
見
し
、地
域
の
活
力
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、社
会
人
向
け
生
涯
学
習
講
座「
か
し
わ

ざ
き
市
民
大
学
」を
開
講
し
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、

地
元
の
大
学
な
ど
と
連
携
し
、柏
崎
の
歴
史・
文
化
や

今
日
的
な
テ
ー
マ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
講
座
】

　

今
年
度
の
か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学
で
は
、柏
崎
市

出
身
で
俳
優
、声
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
堀
井

真
吾
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
堀
井
真
吾
と
楽
し
む
朗

読
教
室
」を
開
講
し
ま
し
た
。
堀
井
さ
ん
自
身
が
脚

本・
演
出
を
手
が
け
た「
龍
の
子
太
郎（
原
作
松
谷
み

よ
子
）」を
題
材
に
、受
講
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
柄
を

イ
メ
ー
ジ
し
声
で
表
現
す
る
こ
と
、聞
き
手
に
情
感

を
伝
え
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

締
め
く
く
り
に
は
柏
崎
市
民
プ
ラ
ザ
を
会
場
と
し

て
、観
衆
を
前
に
朗
読
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
講

師
の
朗
読
へ
の
熱
意
と
受
講
者
の
学
ぶ
熱
意
が
融
合

し
一
体
感
が
生
ま
れ
、と
も
に
学
ぶ
喜
び
を
分
か
ち

合
う
関
係
が
築
か
れ
た
ほ
か
、自
ら
考
え
実
践
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
し
て
も
受
講
者
の

満
足
度
が
高
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

【
企
画
運
営
委
員
】

　

か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学
で
は
、講
座
の
企
画
に
企

画
運
営
委
員
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
委
員
は
、年

度
ご
と
に
地
元
大
学
か
ら
の
推
薦
と
一
般
公
募
に

よ
っ
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
企
画
会
議
で
は
委
員
そ

れ
ぞ
れ
が
講
座
の
案
を
持
ち
寄
っ
て
議
論
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、委
員
の
学
び
へ
の
想
い
が
形
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。先
述
の「
堀
井
真
吾
と
楽
し
む

朗
読
教
室
」の
開
講
に
は
、一
人
の
委
員
の
熱
い
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
堀
井
さ
ん
の
朗
読
に
魅
せ

ら
れ
、委
員
に
応
募
す
る
前
か
ら
温
め
て
い
た
朗
読

講
座
を
実
現
し
た
い
と
い
う
そ
の
想
い
が
周
囲
を
動

か
し
、巻
き
込
み
な
が
ら
つ
い
に
は
形
と
な
り
、講
師

や
受
講
者
へ
と
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
こ
れ
か
ら
】

　

か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学
で
は
、20
代
・
30
代
の
受

講
者
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
で
す
。
こ
の
課
題
を
克

服
す
る
一
つ
の
鍵
は
、企
画
運
営
委
員
が
握
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
委
員
の「
想
い
」を
大
切
に
、そ
の

発
想
や
熱
意
を
原
動
力
と
し
て
、若
年
層
を
惹
き
つ

け
る
講
座
の
実
現
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。�

（
堀
田
）

№780（第３種郵便物認可） � 平成30年２月15日 

堀井　真吾氏

朗読講座

朗読発表会１朗読発表会２
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かしわざき市民大学
� ～企画運営委員の学びへの想い～

柏崎公民館
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CirCle
サークル交流

　昨年４月より当館に配属になっ
た外山縁（とやま　ゆかり）さんを
紹介します。
　当公民館は、伊米ヶ崎小学校校
区の８集落を管内とする公民館
で、敷地の隣が小学校、またデイ
サービス施設が公民館と併設され、グラウンドの脇
に保育所があるという場所で年間を通じ、地域の中
心として、人が集まる施設になっています。
　公民館の仕事は子どもさんから高齢者向けの事業
があり、内容も多種多様であり、地域の人たちの協力
なしでは仕事になりません。
　昨年までいた主事さんは当地区出身で７年間勤め
ていたベテランであり、そのあと公民館勤務が初め
てで、地区外からの外山さんということで初めは心
配でした。
　しかし、その心配は無用でした。
　持ち前の若さと、愛想のよさで難なく乗り切り、今で
は公民館の顔として、明るい笑顔で頑張っています。
　今後の活躍を期待しています。

（伊米ヶ崎公民館　館長　森山喜久男　記）

伊米ヶ崎公民館

主事　外山　　縁さん

　臨時職員の岡村純子さんをご紹
介します。主な業務は公民館を利
用される方々の対応、公民館主催
講座の運営サポートです。毎日起こ
る様々な事態に、今までの経験を生
かし、的確に対応しており、職員の信頼も厚いものがあ
ります。
　そんな岡村さんの特技の１つはパソコンです。
EXCEL、WORDの操作はもちろん、知らない事もすぐ
に習得し自分ものにしてしまいます。インターネット検
索では早く正確な情報を探し出し、公民館の貸館の判
断に役立っております。
　プライベートでは芸能ニュースから世界情勢、領土問
題まで幅広い興味、関心を持っておられ、趣味は映画鑑
賞。主に邦画を中心に鑑賞しつつも、洋画の鑑賞も怠
らないバイタリティー溢れる映画愛好家として活動して
います。そんな岡村さんの力を借りながら中央公民館
の仕事が効率よくスムーズにいくように力を合わせて
いきたいと思います。

（長岡市中央公民館　平井　忠栄　記）

カ
ポ
エ
イ
ラ
の
魅
力

Ｇ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
カ
ポ
エ
イ
ラ

　

私
た
ち
は
カ
ポ
エ
イ
ラ
と
い
う
ブ

ラ
ジ
ル
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん
で

い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
カ
ポ
エ
イ
ラ

と
は
、16
世
紀
頃
、ア
フ
リ
カ
か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
奴
隷
達

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、当

時
の
奴
隷
達
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ

り
、ま
た
主
人
か
ら
身
を
護
る
た
め
の

護
身
術
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、一
つ
の
円
を
作
り
そ
の

円
の
中
で
、一
対
一
で
蹴
り
技
や
魅
せ

技
を
出
し
合
い
ま
す
。
そ
こ
に
勝
ち

負
け
な
ど
の
ジ
ャ
ッ
ジ
は
な
く
、周
り

の
人
た
ち
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
歌
と

楽
器
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
鳥
屋
野
地
区
公
民
館
で
は
、２
０
１
１

年
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。い
つ
も
温

か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
職
員
の
方
に

は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
小
中
学
生
が
多
い
で

す
が
、親
子
で
参
加
し
て
下
さ
る
方
も

い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
運
動
神
経
、

リ
ズ
ム
感
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、協
調
性

が
身
に
つ
き
ま
す
。
ま
た
見
て
い
る

だ
け
で
も
と
て
も
面
白
い
で
す
。

　

あ
ま
り
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
カ

ポ
エ
イ
ラ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
、少
し

で
も
新
潟
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
、活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

見
に
来
て
下
さ
い
。

　
新
潟
市・Ｇ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
カ
ポ
エ
イ
ラ

�

佐
藤　
麗
奈　
記

　
弥
彦
村・郷
土
料
理
を
作
る
会

�

鈴
木　
テ
ル　
記

導
を
受
け
な
が
ら
、郷
土
料
理
や
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
な
ど
を
学
ぶ

料
理
実
習
を
年
５
回
～
６
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　

餅
や
団
子
、味
噌
作
り
や
チ
マ
キ

づ
く
り
な
ど
の
ほ
か
、季
節
毎
の
祭

事
料
理
や
、春
に
は
山
菜
料
理
講
習
、

秋
に
は
キ
ノ
コ
汁
作
り
な
ど
、時
に

は
自
然
豊
か
な
弥
彦
の
地
で
採
取
し

た
季
節
毎
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
実

習
を
行
い
、楽
し
み
な
が
ら
郷
土
料

理
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
は
作
っ
た
料
理
を
メ
ン
バ
ー

で
食
べ
て
楽
し
み
ま
す
が
、毎
年
10

月
初
旬
に
行
わ
れ
る
文
化
芸
能
祭
で

は
、来
場
者
に「
五
目
ず
し
」や「
弥
彦

の
っ
ぺ
い
」を
振
る
舞
い
ま
す
。
多

く
の
方
か
ら
作
っ
た
料
理
を
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
が
活
動
の
励
み
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
明
る
い
　
　

　
　
家
庭
は
食
事
か
ら

郷
土
料
理
を
作
る
会

　
「
健
康
で
明
る
い
家
庭
は
食
事
か

ら
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、昔
か
ら
の
日
本

料
理
な
ど
を
勉
強
し
な
が
ら
伝
承
し

て
い
こ
う
と
、村
内
の
料
理
好
き
の

メ
ン
バ
ー
で
集
ま
り
、「
郷
土
料
理

を
作
る
会
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
調
理
師・
栄
養
士
経
験
者
の
指

長岡市市民部中央公民館

臨時職員　岡村　純子さん
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気

す

元

で

か

お
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過
ぎ
で
、死
ぬ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
お
世

話
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
巡
ら

し
な
が
ら
今
年
も
平
和
な
一
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。新
年
の
抱
負
は「
妻

か
ら
叱
ら
れ
な
い
一
年
」に
し
た
い
。そ

れ
に
は「
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。」と
繰
り
返
し
言
う
こ
と

が
肝
心
。�

（
田
原
）

　

学
生
時
代
に
は
使
わ
な
か
っ
た
の

に
、社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
毎
日
の
よ

う
に
使
っ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
、ふ

と
、考
え
て
み
た
。「
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
」が
圧
倒
的
。
１
週
間
で

１
０
０
回
以
上
言
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
い
く
ら
な
ん
で
も
お
世
話
に
な
り

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

　

か
え
り
み
れ
ば
20
代
の
頃
、消
え

去
ろ
う
と
し
て
い
る
地
域
の
青
年
団

を
ス
ポ
ー
ツ
主
体
と
し
て
結
成
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
、青
年
大

会
で
佐
渡
か
ら
バ
レ
ー
、柔
道
等
各

種
競
技
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
青
年
団
も
現
在
は
自
然
消

滅
し
て
い
る
よ
う
で
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
野

球
の
指
導
を
し
、子
ど
も
た
ち
を
引

率
し
て
三
条
市
を
会
場
に
し
た
下

越
地
区
大
会
に
も
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、子
ど
も
の
数
自
体
が
少

な
く
な
り
佐
和
田
地
区
で
は
平
成
30

年
度
か
ら
４
校
あ
っ
た
小
学
校
も
３

校
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
は
屋
外
で
思
い
っ
き
り
体
を
動

か
す
子
ど
も
も
少
な
く
な
り
寂
し
い

次
第
で
す
。

　
早
起
き
野
球
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も

今
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、公
民
館
自
主

講
座
の
陶
芸
教
室
、鎌
倉
彫
教
室
、

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
、佐
渡
民
謡
等
各

種
に
参
加
し
手
先
を
使
い
、体
を
動

か
し
て
ボ
ケ
防
止
を
心
が
け
て
い
る

現
状
で
す
。

　

佐
和
田
地
区
の
文
化
祭
で
は
、陶

芸
作
品
や
鎌
倉
彫
作
品
を
展
示
し
、

芸
能
祭
で
は
佐
渡
民
謡
を
披
露
し
て

一
年
間
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
年
の
割
に
は
体
が
若
い
」と
言
わ

れ
る
の
を
励
み
に「
ピ
ン
ピ
ン　

コ

ロ
リ
」を
願
い
、い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
参
加
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

白
川
　
彰
三

（
佐
渡
市
）

「
公
民
館
と
の
か
か
わ
り
」

　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
１
９
７
９
年

の
初
版「
社
会
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」以

来
、改
定
を
重
ね
こ
の
た
び
第
９
版
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

編
集
の
基
本
方
針
は
、21
世
紀
前
半

の
社
会
教
育・
生
涯
学
習
に
関
す
る
理

念
、政
策
、実
践
の
総
括
と
展
望
を
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育・
生
涯
学
習
の

あ
り
方
を
見
通
し
て
い
く
資
料
と
す
る

と
あ
り
ま
す
。

　

編
集
委
員
は
、長
澤
成
次
、姉
崎
洋

一
、石
井
山
竜
平
、小
林
繁
の
４
氏
で
日

本
を
代
表
す
る
社
会
教
育
研
究
者
で

す
。

　

総
ペ
ー
ジ
は
９
９
５
ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
い
て
社
会
教
育
関
係
法
令
か
ら

国
際
動
向
や
社
会
教
育
施
設
等
ま
で
網

羅
し
て
あ
り
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
次

の
７
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１　

�

貧
困・
格
差
社
会
に
新
た
な
希

望
を
つ
な
ぐ
社
会
教
育・
生
涯

学
習
の
課
題

　

２　
関
連
法
令
と
国
際
文
書・条
約

　
３　
理
念・思
想・行
財
政

　
４　
施
設
と
社
会
教
育
関
係
職
員

　
５　
学
び
の
主
体
と
実
践

　
６　

�

社
会
教
育・
生
涯
学
習
を
め
ぐ

る
政
策
と
現
代
的
課
題

　
７　
年
表

　

本
書
に
は
、社
会
教
育・
生
涯
学
習

関
連
の
情
報
が
す
べ
て
収
録
さ
れ
て

い
て
、社
会
教
育
関
係
者
の
バ
イ
ブ
ル

書
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

発
行
所：（
株
）エ
イ
デ
ル
研
究
所

〒
１
０
２

-

０
０
７
３

千
代
田
区
九
段
北
４

-

１

-

９

Ｔ
Ｅ
Ｌ：０
３

-

３
２
３
４

-

４
６
４
１

恵
贈
資
料
紹
介

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

第
９
版

社
会
教
育
推
進
全
国
協
議
会　

編

地すべり被害を未然に防止するため取り組んでいます
　協議会会員12市町では国土保全を念頭に、地す
べり地域の保全と自然環境の保護及び地域振興に
取り組んでいます。
　そのため、地すべり防止対策事業や関連事業に
よる農業並びに生活基盤の改善を積極的に推進し
ています。

新潟県農地関係地すべり防止事業推進協議会
会長（妙高市長）　入村　　明（会員12市町）

新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館 (新潟県市長会内)
TEL 025（284）3434　　FAX 025（285）3135

№780（第３種郵便物認可） � 平成30年２月15日 


